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頑張る地方応援プログラム

都道府県名 奈良県 市町村名

プロジェクト名
新規・継続の
区分

継続

プロジェクトの
期間

ｈ１９～ｈ２１
政策分野の分類
（①～⑪）

住民への公表の
方法（ホームページ
アドレス等）

総事業費
（単位：千円）

（うちH21事業費）

2,538

(681)

2,538

(681)

　平成19年１月に起こった国道169号線崩落時には、緊急の連絡と事故状況についての放送を実施した。迂回路
を設置してからは、迂回路の通行可・不可についての放送を１ヶ月間毎朝実施し、緊急時の情報伝達手段として
の役割を果たした。一方で、機器に故障があり住民からは無線が聞こえにくい、聞こえないという声が多くなってき
たため、防災行政無線の屋外局等の更新を実施する。

防災対策プロジェクト

防災行政無線の
屋外局及び個別
受信機の整備

屋外局設備空中局支柱子局（平成19年度）及び個別受信機を更新する。

⑨安心・安全なまちづくりプロジェクト

総　　　計

その他特記事項

村ホームページ（http://vill.kamikitayama.nara.jp/giyousei.html）、新聞広告、村広報紙

プロジェクトを構成する具体の事業・施策

名称 事業概要

上北山村

プロジェクトの
目的、概要及び
具体的な成果目
標

（目的、概要）
　防災行政無線は、住民への緊急事態の発生、防災及び行政情報に関する連絡手段を行うこ
とを目的として、昭和59年に新設した。防災行政無線設置後19年目の平成15年度には、親局
及び中継局の故障が多くなり、更新を行った。屋外局設備及び個別受信機についても、新設以
来23年目となり故障が多くなってきており、防災行政無線の重要性を踏まえ更新する。

（具体的な成果目標）
　屋外局設備は現在１６局あり、そのうち１５局（うち1局は現在人が住んでいない。）で音割れが
ひどくなってきており、上北山村世帯数３６６世帯（H19.5.1現在）の多くの世帯が聞き取りにくい
状況となっている。平成19年度に１４局を更新することで村内全域で安定した受信を可能にす
る。
　また、本村は全国でも有数の多雨地域で、雨音により放送が聞こえないことを回避するため全
世帯に戸別無線機を設置している。しかし、年々劣化してきており、音割れや故障している、ま
た今後の見込みを含めて3年で３５件の戸別受信器を更新し、屋外局設備の更新と併せて村内
の聞こえにくい世帯、聞こえないといった世帯を平成21年度までにゼロにする。防災行政無線
についてはこのプロジェクト以降も故障等の都度、随時更新し安定した受信を継続する。
◆戸別受信機変更台数
　平成19年度　7件　平成20年度　３件


